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１．探究的な学びの単元づくり 

（１）この単元のねらいや身に付けたい力（情報活用能力の視点から） 

   広告の情報を分析し，言葉と画像を組み合わせ，魅力的な広告を作る 

（２）学習計画（全７時間） 

   学習のゴール： 広告コンクールで入賞しよう！ 

  時 ・学習内容 ○身に付けたい力 

１ 課題の設定 １ 

 

・学習のゴールを知る 

・広告について知る 

宿題…何の広告を作るか考えてくる 

２ 情報の収集 

 

２ 

 

・様々な広告を比べる 

〇情報を整理する力 

３ 整理・分析 ３ 

４ 

・広告を見て，どういう工夫がされているかを考え，分析する。 

・広告作りの練習 

※決まったポスターから一つ選んで，キャッチコピーを考えて，広告を完成させる 

〇情報を分析する力 

〇情報の伝え方を工夫する力 

４ 

５ 

６ 

本時 

・練習で作成した広告でミニコンクールを開く 

・広告コンクールの部門を知り，応募する部門を決める 

・何についての広告を作成するか決める 

・広告作り① 

※広告作りの方法は自分で選んでよい。例：Canva など 

※Canva は以前の授業で合唱コンクールのポスターの作成に使用している。 

〇情報を分析し，言葉と画像を効果的に組み合わせる力 

※広告作りは教室のどこで誰と行ってもよいが，必ず一人一枚作成する。 

４ まとめ・ 

表現 

７ 

 

・広告作り② 

〇情報を分析し，言葉と画像を効果的に組み合わせる力 

・広告のアップロードをし，コンクールに応募する 

・気になった広告とそれに対する感想を書く 

・広告コンクールの投票 

※Google サイトとフォームを使用し，広告を PC 上で見ながら同時にフォームで投

票を行う 

・投票結果の発表 

○自分自身の情報活用能力の向上 

〇他者の広告を見て得た情報の様々な活用法について知る 

・今日学んだことや目標達成の振り返り 

５ 振り返り 

  改善 
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２ 実践の流れ（★端末を使用した活動） 

 〇課題の設定（１時間目） 

「広告の情報を考える」という単元をもとに授業を進めることを確認した。 

学級内で広告コンクールを開くために「広告について学ぼう」という最終的なゴールを示

した。 

★広告コンクールには Google サイトを使用し，生徒が自らアップロードすることを示し

た。 

 

 

★毎時間授業の始めと終わりに振り返りシート（全員で共有されている Google スプレッド

シート）に取り組むことを確認した。 

 

著作権上，作品には処理を

しています。 
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 〇情報の収集（２時間目） 

全体として端末を使用し，広告の情報について分析し，考えを深める活動を行った。 

★Google スプレッドシートのコピーを一人ずつクラスルームにて配付し，生徒はそこに書

き込みながら活動した。スプレッドシートのタブを複数作り，１時間ごとにタブを切り替

える授業を進めた。 

 

 〇整理・分析（３～６時間目） 

広告の情報について分析し，考えを深めた。  

★コンクールに向けて広告作りの練習を行った。

まずCanvaにて４枚の写真がついているテンプレ

ートを配付した。その４枚の写真をもとにこちら

で示した課題の「アクエリアス」についての広告

を作成することを示した。 

★「アクエリアス」と写真に関してのマインドマ 

ップ※１を作成し，それをもとにキャッチコピーを考え，実際に Canva を使用した広告の練

習作りに入った。最後に班内にてミニコンクールを開いた。ミニコンクールで選ばれた生

徒の作品は教師や生徒が端末を i-Projection に繋いで投影し，発表した。 

※１ ノートに手書きで作成している生徒もいれば，Google スライドを使用している生徒もいた 

 

★Google サイトで広告コンクールの応募投票サイト※２を示し，コンクールの応募項目を確

認した。また審査基準や注意事項を Google スライドで示した。その後，広告コンクールに

向けた広告の作成を始めた。※３ 

※２ Google サイトには投票に使うためのフォームと広告を埋め込み，広告を見ながら投票ができるようにした。 

※３ コンクールの広告の作成は手書きでもよかったが，すべての生徒が Canva を選択した。 

 

 

 

 

 

 

 

著作権上，作品には処理を

しています。 

著作権上，作品には処理を

しています。 
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 〇まとめ・表現・振り返り・改善（７時間目） 

★完成した広告を PNG ファイルにし，生徒自身に Google サイトにアップロードさせた。 

★自分の作品の工夫した点を書き，その後，ほかの生徒の作品を見て，感想をシート６（ス

プレッドシート）に記入する。 

★部門ごとに投票し，結果を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践を終えて 

・アンケート「課題を解決するために，自分に合った方法を選択することができる。」

より，今回の広告作りの授業では， 

①何の広告を作るのか 

②どういうキャッチコピーをつけるのか 

など，「魅力的な広告作り」という課題を

解決するための活動に取り組んだ。文字

と画像を組み合わせて広告を作るので，

自分に合った方法を選択することが必要

となる。このアンケートから，生徒自ら

が課題解決のためのより良い方法を選ん

でいたことが読み取れる。 

・また，別の単元では，手書きで作るのか

端末で作るのかを選択する姿が見られ

た。端末を選んだ場合には，どのア 

プリを使うのかも考え判断しており， 

自ら判断し，学習に向かう姿勢が育成されたことが読み取れる。 

 

授業を参観してくださった先生方の中で， 

・社会科の先生…スプレッドシートを使用した毎時間の振り返りを行うようになっ

た。（振り返り・改善） 

・美術科の先生…Canva を使った授業を行うようになった。（まとめ・表現） 

・１学年…林間学校の事前学習にてコラボノートを使用した新聞づくりを行った。（ま

とめ・表現） 

→「まとめ・表現」を行うには，やはり「情報の収集」や「整理分析」する力の育成

が大事だと感じた。 

 

一
回
目 

二
回
目 


